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ノイラミニダーゼ阻害薬
・オセルタミビルリン酸塩 ≪タミフル、オセルタミビル≫
・ラニナミビルオクタン酸エステル水和物 ≪イナビル≫
・ザナミビル水和物 ≪リレンザ≫
・ペラミビル水和物 ≪ラピアクタ≫

キャップ依存性エンドヌクレアーゼ阻害薬
・バロキサビルマルボキシル ≪ゾフルーザ≫

RNAポリメラーゼ阻害薬
・ファビピラビル ≪アビガン≫

ウイルス脱殻阻害薬
・アマンタジン塩酸塩 ≪シンメトレル、アマンタジン塩酸塩 ≫

抗インフルエンザウイルス薬 異常行動や突然死が問題になったタミフル
も含め、抗インフルエンザウイルス薬は、
今後も着実な売り上げ増が期待されている

インフルエンザ診断に関わる検
査キットや機器も、更に大きな
売り上げ増が期待されている

更なる市場拡大のためには、インフルエンザ
ウイルスに、今後も頑張ってもらいたいのが企業側の本音であろう

◆最もシェアの大きいノイラミニダーゼ
阻害薬は、細胞内にて増殖したインフル
エンザウイルスが、細胞外へ出る際に
必要としているノイラミニダーゼの働き
を阻害することによって、ウイルスが細
胞から遊離することを抑える。

◆従って、ウイルスが細胞内で増えてし
まってから服用しても効果がないため、
発熱などの症状が出てから48時間以内
に投与する必要がある。

◆一方、お茶に含まれている各種成分
（カテキン、テアフラビン、ストリクチニン
など）は、ウイルスの吸着・侵入、融合、
複製、遊離の各段階を抑制するため、
抗インフルエンザ薬よりも格段に高い抗
インフルエンザウイルス効果が得られる。
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（吸着阻害）


